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平成 14年 6

号

月30日

平
成
十
四
年
度
の

「職
人
か
ら
学
ぶ
講
座
」始
ま
る

職
人
の
す
ば
ら
し
い
技
能
を
市
民
の
方
々
に
伝
え
る

「職
人
か
ら
学
ぶ
講
座
」
が
、

平
成
十
四
年
度
も
始
ま
り
ま
し
た
。
技
連
協
各
団
体
の
協
力
の
も
と
技
能
文
化
会
館

を
技
能
文
化
の
発
信
拠
点
と
し
て
事
務
局
が
平
成
十
二
年
度
か
ら
始
め
て
今
年
で
三

年
目
に
な
り
、
講
座
の
内
容
も
充
実
し
、
市
民
に
も
大
変
な
人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

受
講
者
は
、
「プ
ロ
か
ら
習
い
た
い
」
「自
分
で
で
き
る
こ
と
は
や
っ
て
み
た
い
」

と
い
う
方
が
多
く
、
講
座
が
終
わ
っ
た
後
は

「自
分
で
作
れ
た
こ
と
が
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
」
「楽
し
く
教
え
て
も
ら
え
た
」
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
、
既
に
開
催
し
て
い
る
講
座
の
申
し
込
み
倍
率
は
、

「婦
人
裁
縫
師
か
ら
学
ぶ
洋
裁
入
門
」
（四
月
）
が
約
四
倍
、
「布

団
屋
さ
ん
か
ら
学
ぶ
座
布
団
の
作
り
方
」
（五
月
）
が
約
二
倍
、

「和
裁
士
か
ら
学
ぶ
浴
衣
の
縫
い
方
」
金
ハ
月
）
が
約
四
倍
と
好
評

で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
技
連

協
加
盟
団
体
の
ご
協
力

を
得
て
、
市
民
の
方
々

に
職
人
の
す
ば
ら
し
い

技
能
と
手
作
り
の
良
さ

を
ご
紹
介
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

楽
し
い
企
画
等
の
提
案

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◎
「お
豆
腐
屋
さ
ん
か
ら
学
ぶ
豆
腐
作
り
」

横
浜
豆
腐
商
工
業
協
同
組
合
　
七
月

◎
「板
金
技
能
士
か
ら
学
ぶ
夏
休
み
小
学
生
銅
板
表
札
作
り
」

横
浜
市
板
金
組
合
連
合
会
　
八
月

◎
「経
師
屋
さ
ん
か
ら
学
ぶ
色
紙
掛
づ
く
り
」

横
浜
表
装
イ
ン
テ
リ
ア
協
会
　
十
月

◎
「花
屋
さ
ん
か
ら
学
ぶ
大
切
な
人
に
贈
る
花
束
づ
く
り
」

神
花
協
横
浜
生
花
商
協
議
会
　
十

一
月

◎
「和
菓
子
職
人
か
ら
学
ぶ
和
菓
子
作
り
」

横
浜
市
菓
子
協
議
会
　
一
一月

◎
「塗
装
技
能
士
か
ら
学
ぶ
ペ
ン
キ
塗
り
の
コ
ツ
」

神
奈
川
県
塗
装
協
会
　
一
一月

◎
「調
理
師
か
ら
学
ぶ
野
菜
の
飾
り
切
り
」

神
奈
川
県
全
調
理
師
協
会
　
一二
月

座布団作りに挑戦する受講者

浴衣の縫い方を学ぶ受講者



技
連
協
の
今
後
の
主
な
行
事
予
定

七
月
二
十
三
日

（火
）

総
　
〈
ム

・
交
流
会

（技
能
文
化
会
館
）

八
月
二
十
六
日

（月
）

よ
こ
は
ま
技
能
ま
つ
り
説
明
会

（技
能
文
化
会
館
）

十
月
二
十
七
日

（日
）

第
二
十
三
回
よ
こ
は
ま
技
能
ま
つ
り

（横
浜
公
園
）

千
茂

十

四
キ
度

県

民
功
労
者

の
受
営
者

飯

野

忠

明

（県
塗
装
協
会
理
事
長
）

小
　
岩
　
政
　
次

（県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
生
活
衛
生
同
業
組
合
理
事
長
）

最
近
の
主
な
団
体
活
動
状
況

（事
務
局
確
認
分
の
み
）

。
四
月
十
八
日

（木
）

神
奈
川
県
和
服
裁
縫
協
同
組
合

第
八
十
六
回
卒
業
式
典

　

　

（関
内
ホ
ー
ル
）

。
五
月
十
三
日

（月
）

全
日
本
み
や
う
ち
着
付
士
協
会

横
浜
支
部
定
例
総
会（ホ

テ
ル

・
ザ

・
エ
ル
シ
ー
）

・
五
月
十
五
日

（水
）

神
奈
川
県
全
調
理
師
協
会

第
四
十
四
回
庖
丁
祭

　

（伊
勢
山
皇
大
神
官
）

横
浜
市
屋
外
広
告
美
術
協
同
組
合

総
　
会

（ホ
テ
ル

・
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
横
浜
）

・
五
月
十
七
日

（金
）

神
奈
川
県
捺
染
型
協
同
組
合

総

△
バ
　

　

　

　

　

　

（
エ
ル
パ
イ
こヽ

・
五
月
二
十
八
日

（火
）

神
奈
川
県
塗
装
協
会

総
　
〈
バ
　
　
　
　
　
　
（横
浜
国
際
ホ
テ
ル
）

・
六
月
二
日

（日
）

横
浜
市
社
交
飲
食
喫
茶
業
連
合
会

総
　
△
〓
　
　
　
　
　
　
（
ワ
ー
ク
ピ
ア
横
浜
）

。
六
月
四
日

（火
）

横
浜
市
美
容
組
合
連
絡
協
議
会

永
年
勤
続
表
彰
式
　
　
　
（横
浜
東
急
ホ
テ
ル
）

●
青
年
部
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
‥
開
催

第
二
十
二
回
青
年
部
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
イ
ー
を
三
月
十

七
日

（日
）
、
中
区
真
砂
町
、
セ
ル
テ
十

一
階
の

「
リ

ト
ル
ダ
ー
リ
ン
」
に
会
場
を
移
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

オ
ー
ル
デ
イ
ー
ズ
ナ
ン
バ
ー
も
加
え
た
演
奏
で
、
例
年

と
は
違
っ
た
盛
り
あ
が
り
に
な
り
ま
し
た
。

●
研
修
旅
行
会
の
実
施

青
年
部
研
修
旅
行
会
を
五
月
十
二
日

（土
）
～
十
三

日

（日
）
、
茨
城
県
で
行
な
い
ま
し
た
。
初
日
は
競
走

馬
の
調
教
施
設
と
し
て
有
名
な
美
浦
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
を
見
学
。
翌
日
は
袋
田
の
滝
、
そ
し
て
研
修
の

日
玉
で
あ
る
石
材
工
場
と
採
石
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

石
材
の
採
掘
、
加
工
、
磨
き
ま
で
手
間
の
か
か
る
作
業

を
つ
ぶ
さ
に
見
て
、
参
加
者
は
石
材
が
高
価
で
あ
る
理

由
に
納
得
し
た
よ
う
で
し
た
。

●
青
年
部
総
会
開
催

六
月
十

一
日

（火
）
、
横
浜
市
技
能
文
化
会
館
八
〇

一
号
室
で
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
十
四
年

度
は
従
来
の
事
業
に
加
え
、
手
づ
く
り
の
青
年
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
立
ち
上
げ
を
目
標
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
度
も
青
年
部
活
動
の
一
層
の
充
実
を
目
指
し
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。



新
市
長
に
就
任

い
た
し
ま

し
た
中
田
宏
で
ご
ざ
い
ま
す
。

三
四
九
万
市
民
は
も
と
よ
り
企
業
、
各
種
団
体
な
ど
の

活
動
の
基
盤
と
な
る
横
浜
市
の
安
全
と
安
心
を
確
保
す

る
重
大
な
仕
事
に
従
事
す
る
こ
と
に
、
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
が
い
た
し
ま
す
。

今
日
の
横
浜
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
は
、
急
速
な
少

子

・
高
齢
化
の
進
展
や
、
経
済
の
成
長
力
の
低
下
な
ど

様
々
な
構
造
的
な
問
題
が
顕
在
化
し
て
お
り
、
閉
塞
感

に
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
打
ち
破
り
新
時
代
創
造

の
た
め
に
い
さ
さ
か
な
り
と
も
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
、

私
の
役
割
だ
と
自
覚
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
こ
で
、

今
後
の
市
政
運
営
に
あ
た

っ
て
、
次
の
五
項
目
を
、

「新
し
い
都
市
経
営
の
指
針
」
と
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

第

一
は
、
積
極
的
な
情
報
の
公
開
と
提
供
で
す
。

情
報
の
公
開
と
提
供
は
、
改
革
の
柱
で
あ
る
と
同
時

に
、
行
政
運
営
の
基
本
で
あ
り
、
市
民
の
信
頼
を
得
て

仕
事
を
す
す
め
る
大
前
提
で
す
。
私
自
身
か
ら
す
す
ん

で
情
報
提
供
を
す
る
こ
と
を
旨
と
し
、
説
明
責
任
を
果

た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
二
は
、
効
率
的

・
効
果
的
な
行
政
の
推
進
で
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
無
駄
を
な
く
し
、
行
政

コ
ス
ト
の
削
減
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
常
に
費
用
対

効
果
を
考
え
た
財
政
運
営
を
追
及
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

第
三
は
、
持
続
可
能
な
財
政
の
確
立
で
す
。

市
政
を
運
営
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
財
政
の
健
全
性

を
確
保
し
、
維
持
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

財
政
需
要
の
増
加
、
市
税
収
入
の
減
少
傾
向
に
加
え
、

五
兆
円
に
の
ぼ
る
市
債
残
高
が
、
今
後
の
市
政
に
と
っ

て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
四
は
、
民
間
の
活
力
を
引
き
出
す
環
境
の
整
備
、

経
済
活
動
の
活
性
化
で
す
。

企
業
の
活
力
を
引
き
出
し
、
活
性
化
す
る
た
め
の
操

業
基
盤
、
投
資
環
境
、
金
融
支
援
、
社
会
資
本
整
備
、

種
々
の
規
制
緩
和
な
ど
に
つ
い
て
、
適
正
な
施
策
を
実

行
し
て
い
き
ま
す
。

第
五
は
、
市
民
の
力
を
生
か
す
ま
ち
づ
く
り
で
す
。

日
本
に
お
け
る
公
益
的
な
市
民
活
動
の
中
心
と
な
る

都
市
、
横
浜
を
目
指
し
ま
す
。
市
民
の
活
力
を
信
じ
、

市
民
の
意
欲
に
応
え
る
意
味
で
も
、
市
民
に
よ
る
活
動

の

一
層
の
活
発
化
は
、
こ
れ
か
ら
の
自
治
体
の
あ
り
方

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

以
上
が
新
し
い
都
市
経
営
の
五
つ
の
指
針
で
す
。
私

は
、
微
力
な
が
ら
横
浜
の
発
展
の
た
め
に
決
し
て
勇
気

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
粉
骨
砕
身
の
努
力
を
し
て
い
く

覚
悟
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
日
頃
か
ら
技
能
の
継
承
、
技

能
文
化
の
普
及
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
横
浜
市
技
能
職
団

体
連
絡
協
議
会
の
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
心
か
ら
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（中
田
市
長
に
は
、
技
連
協
名
誉
会
長
に
ご
就
任
い
た

だ
き
ま
し
た
。
）

人
事
異
動
報
告

横
浜
市
の
人
事
異
動
に
伴
い
技
連
協
の
役
員
、

局
異
動
が
次
の
と
お
り
あ
り
ま
し
た
。

◎
新
　
任

相
　
談
　
役

事
務
局
次
長

事
務
局
係
長

◎
退
　
任

相
　
談

役

事
務
局
次
長

事
務
局
係
長

阿 唐 有

部 澤 木

隆

（五
月

一
日
付
）

誠

（五
月

一
日
付
）

介

（四
月

一
日
付
）

井

上
　
孝

夫

（五
月

一
日
付
）

木
佐
森

賢

一
（五
月

一
日
付
）

市
野
瀬
　
　
正

（四
月

一
日
付
）

横
浜
市
技
能
職
団
体
連
絡
協
議
会
の
皆
さ
ん

巌
繁
市
長

ヤ

ロ

ふ
ヘ



技
能
職
者

へ
無
利
息

。
無
担
保
融
資

横
浜
市
で
は
、
技
能
職
の
振
興
、
経
営
の
安
定
化
を

図
る
た
め
、
無
利
息

・
無
担
保
融
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。

融
資
に
は
、
業
務
用
機
械

・
器
具
の
購
入
資
金
と
し
て

融
資
す
る
設
備
資
金
と
業
務
用
原
材
料
の
購
入
資
金
と

し
て
融
資
す
る
振
興
資
金
が
あ
り
ま
す
。

◇
対

象

者

技
能
職
者
で
市
内
で

一
年
以
上
同

一
職
業
を
営
み
、

市
内
在
住

。
在
営
の
方
。
（た
だ
し
、
二
店
舗
以
上
経

営
又
は
経
営
し
よ
う
と
し
て
い
る
方
、
従
業
員
が
十
人

以
上
い
る
経
営
者
の
方
は
除
き
ま
す
。
）

な
お
、
設
備
資
金
は
、
市
内
で

一
年
以
上
技
能
職
者

と
し
て
従
事
し
て
い
る
方
が
独
立
す
る
場
合
も
対
象
と

な
り
ま
す
。

◇
融
資
額
等

返

　

　

済

用

　

途

受
付
期
間

融

資

額

資

　

金

５０
回
月
賦
返
還

業
務
用
機
械

・
器
具
（新
品
）

の
購
入
資
金

車
輌
（材
料
等
の
運
搬
用
）
、

ク
ー
ラ
！
、内
装
施
工
を
含
む
。

５
月

７
月

９
月

＝
月

１
月

３
月

２０
万
円
～

‐５０
万
円

（申
請
設
備
総
額
の

３
分
の
２
以
内
）

設

備

資

金

２０
回
月
賦
返
還

業
務
用
原
材
料

の
購
入
資
金

２０
万
円
～‐２０

万
円

振
興
資
金

◇
お
問
合
せ
　
横
浜
市
市
民
局
勤
労
福
祉
課

〒
２３．
１

００１７

横
浜
市
中
区
港
町

一
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
４
５

（６
７
１
）
２
３
３
７

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
４
５

（６
６
４
）
９
１
８
８

※
な
お
、
貸
付
申
請
書
は
、
ご
来
庁
ま
た
は
９０
円
切
手

を
同
封
の
上
、
郵
送
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

平
成
士

一年

度

横

浜

マ
イ

ス

タ

ー

、

横
浜
市
技
能
職
育
成
団
体
の
募
集

横
浜
市
で
は
、
市
内
の
手
仕
事
、
手
作
業
を
主
体
と

し
、
習
得
に
熟
練
を
要
す
る
技
能
職
者
等
の
後
継
者
育

成
の
た
め
活
動
す
る

「横
浜

マ
イ
ス
タ
ー
」

（技
能
職

者
）
と

「横
浜
市
技
能
職
育
成
団
体
」

（技
能
職
者
等

で
組
織
す
る
団
体
）
を
募
集
し
ま
す
。

横
浜
マ
イ
ス
タ
ー
に
選
定
さ
れ
る
と
横
浜
マ
イ
ス
タ
ー

の
称
号
や
、
毎
年
度
五
十
万
円
を
上
限
と
し
て
五
年
度

間
、
活
動
奨
励
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
横
浜
市
技
能
職
育
成
団
体
に
選
定
さ
れ
る
と

単
年
度
で
二
十
万
円
を
上
限
と
し
て
、
活
動
奨
励
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

現
在
二
十
四
人
の
横
浜

マ
イ
ス
タ
ー
が
、
日
々
の
後

継
者
育
成
、
地
域
や
市

・
区
行
事
で
の
技
能
披
露

。
講

演
会
、
学
校
等
で
の
技
能
指
導
に
活
躍
中
で
す
。

◇
申
込
み
　
四
月
二
日
（月
）
か
ら
五
月
十

一
日
（金
）

ま
で
に
所
定
の
用
紙
で
市
民
局
勤
労
福
祉
課

へ
。
申
込

用
紙
は
、
ご
来
庁
ま
た
は
郵
送
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
　
横
浜
市
市
民
局
勤
労
福
祉
課

〒
２３‐
１

００１７

横
浜
市
中
区
港
町

一
―

一

Ｔ

Ｅ

Ｌ

０

４

５

Ｆ

Ａ

Ｘ

０

４

５

⌒

6   6

6   7
4   1

４

０

９

８

９

１

８

８

どちらでもかなえられるエルバイネは
一日二組のゆつたり挙式

全館あげてお二人の門出を祝います。

υ●● 技連協の皆様にはこんな特典が!υ●υ

商品券プレゼント(BFご成約時)

ウエルカムドリングサービス
カラークロスサービス

せひ、一度こ来鶴ください。
スタッフー同お待ちしております。
(宴会プランも特典あり!詳細はお電話で)

〒220-0032 横話西区老松町26-1
′       tel.045(241)0177
f、 _.  月曜休館 (月曜が祝日の場合はその翌日休館) . ′‐・■マ.it、1.,till′夕 ご )ri‐

′毬■●



維
感

動
横
浜
市
勤
労
福
祉
財
団

常
務
理
事
　
会
沢
　
芳

一

「
挨
」
と

「
拶
」

「幸
福
」
「平
等
」
「善
良
」
「啓
発
」
「研
磨
」
な
ど
、

同
じ
意
味
を
持

つ
二
つ
以
上
の
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
て
ひ

と

つ
の
意
味
を
あ
ら
わ
す
こ
と
が
、
よ
く
あ
り
ま
す
。

先
日
、
技
連
協

。
川
上
三
賓
会
長
か
ら
、
挨
拶
の
話
を

伺

い
ま
し
た
。
「挨
」
も

「拶
」
も
相
手
に

「
せ
ま
る
」

「近
づ
く
」
と

い
う
こ
と
で
、
そ
の
こ
と
は

「
心
を
ひ
ら

く
」
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
。
だ
か
ら
挨
拶
に
は
心
を
込

め
る
の
が
元
の
意
味
と
の
こ
と
で
し
た
。

な
る
ほ
ど
と
納
得
で
き
る
話
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ふ
だ

ん
、
私
た
ち
は
、
そ
の
こ
と
を
き
ち
ん
と
ふ
ま
え
て
挨
拶

し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

登
山
道
で
す
れ
ち
が
う
見
知
ら
ぬ
人
々
に
は

「
こ
ん
に

ち
は
」
と
気
軽
に
声
を
か
け
ま
す
が
、
近
所

の
人
に
も

「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
」
の
声
が
素
直
に
出
て
く
る
で

し
ょ
つヽ
か
。

目
上
の
人
や
年
長
者
に
は
素
直
に
挨
拶
で
き
て
も
、
相

手
が
後
輩
や
若

い
人
だ
と
、
相
手
の
挨
拶
を
待

っ
て
か
ら

で
な
い
と
し
な
い
と
か
、
挨
拶
さ
れ
な
い
と
無
視
さ
れ
た

よ
う
で
不
快
に
感
じ
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ふ
だ
ん
、
「
人
権
問
題
」
や

「
二
十

一
世
紀
は
人
権
の

世
紀
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、
人
権
尊
重

と
は
、
ほ
ん
と
う
は
そ
ん
な
に
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
は

ず
で
す
。

憲
法
を
熟
知
し
て
い
る
か
ら
人
権
感
覚
が
鋭
い
こ
と
に

必
ず
し
も

つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
に
人
が
い
る
こ
と
を
素
直
に
認
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
か
。
そ
の
あ
か
し
に
、
人
に
会

っ
た
ら
自
分
の
方
か

ら
先
に

「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
」
で
」
ん
に
ち
は
」
の

挨
拶
が
出
ま
す
か
。
こ
れ
が
人
権
尊
重
の
基
本
で
あ
る
は

ず
で
す
。

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
さ
れ
た
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
出

身
の
修
道
女

マ
ザ
ー

・
テ
レ
サ
が
来
日
さ
れ
た
時
、
テ
レ

ビ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で

「愛
の
反
対
は
、
憎
し
み
で
は
な

く
、
人
に
対
し
て
無
関
心
で
あ
る
こ
と
な
の
で
す
」
と
述

べ
ら
れ
た
こ
と
が
、
強
く
印
象
に
残

っ
て
い
ま
す
。

技
能
文
化
会
館
の
事
務
室
に
も
老
松
会
館
に
も
サ
ー
ビ

ス
に
あ
た
る
職
員
の
姿
勢
と
し
て

「あ
い
さ
つ

。
親
切

・

笑
顔

・
誠
実

。
あ
い
さ
つ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
お

り
ま
す
。
「
せ
ま
る
」
「近
づ
く
」

「
心
を
ひ
ら
く
」
挨
拶
が
貼
紙
に

終
わ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
心
が

け
て
い
ま
す
。

事
務
局
か
ら
の
お
願

い

轟
藝
鵞
趨
難
駆
鍵
斃

「技
連
協
だ
よ
り
」
で
、
各
団
体
の
活
動
や
技
能
職

に
関
す
る
情
報
を
紹
介
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

団
体
で
行

っ
た
研
修
会
、
イ
ベ
ン
ト
や
記
念
式
典

。

大
会
な
ど
各
団
体
の
い
ろ
い
ろ
な
活
動
、
或
い
は
職
人

技
の
紹
介
や
技
能
振
興
に
つ
い
て
の
日
ご
ろ
か
ら
の
取

組
み
な
ど
、
皆
様
か
ら
の
情
報
の
ご
提
供
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
意
見

。
ご
感
想
等
が
あ
り
ま

し
た
ら
遠
慮
な
く
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。




